
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善箇所説明図 

原動機において、点火コイルの電気配線の配索設計が不適切なため、電気配線がホルダとメインハーネ

スのクランプの間に挟まることがある。また、点火コイルの端子の製造が不適切なため、端子の強度が

不足しているものがある。そのため、低温時に電気配線の被覆が硬化した際に、車両の走行振動で電気

配線が振れると点火コイルの端子に繰り返し応力が加わり亀裂が発生し、最悪の場合、点火コイル端子

が折損して走行中にエンジンが停止し、走行不能となるおそれがある。 

改善の内容：全車両、点火コイルを良品と交換するとともに、電気配線の配索を点検し、ホルダとメイン

ハーネスのクランプの隙間に電気配線が挟まっているもの若くは隙間が小さいものは、配索

を修正する。 

識別：メインスタンドの車体取付部付近に白ペイントを塗布する。 
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注：       は交換する部品を示す。 
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